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もとす広域連合
第72号

男
52,629人

女
54,692人

人口
107,321人

管内の人口と世帯数 主な内容

世帯数
40,566世帯

（平成30年3月1日現在）

平成２９年第４回もとす広域連合議会臨時会開催
平成３０年第１回もとす広域連合議会定例会開催
平成30年度　歳入歳出予算
第７期介護保険事業計画について
介護保険料について・介護保険サービスの利用料金について
療育医療施設<幼児療育センター・休日急患診療所>　
老人福祉施設　大和園
地域包括支援センターだより
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大和園では“家族交流会”を一緒に盛り上げて
いただける方（個人・グループ）を募集しています。

※大和園の桜と昨年の大和園家族交流会の様子



　

平
成
２９
年
第
４
回
も
と
す
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
、平
成
２９
年

１２
月
６
日
１
日
限
り
の
会
期
で
、本
巣
市
役
所
真
正
分
庁
舎
内
の
議

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
約
の
変
更
１
件
、条
例
の
一
部
改
正
１
件
、平
成
２９
年
度
補
正
予

算
３
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
末
、原
案

の
と
お
り
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
24
号

議
案
第
25
号

議
案
第
26
号

議
案
第
27
号

議
案
第
28
号

岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

平
成
29
年
第
4
回

も
と
す
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
開
催

　

平
成
３０
年
第
１
回
も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
、２
月
９
日

か
ら
２２
日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
、本
巣
市
役
所
真
正
分
庁
舎
内

の
議
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
新
規
制
定
１
件
、一
部
改
正
８
件
、平
成
２９
年
度
補
正
予

算
３
件
、平
成
３０
年
度
当
初
予
算
３
件
、監
査
委
員
選
任
同
意
の
議

議
案
第
1
号

議
案
第
2
号

議
案
第
3
号

議
案
第
4
号

議
案
第
5
号

議
案
第
6
号

議
案
第
7
号

も
と
す
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び

運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

平
成
30
年
第
1
回

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会
開
催

議
案
第
8
号

議
案
第
9
号

議
案
第
10
号

議
案
第
11
号

議
案
第
12
号

議
案
第
13
号

議
案
第
14
号

議
案
第
15
号

議
案
第
16
号

案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
末
、原
案
の
と
お
り
可

決
等
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
長
、副
議
長
の
選
挙
、議
会
運
営
委
員
会
、各
常
任
委
員

会
委
員
の
選
任
、委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
長　
　
　

大
西
德
三
郎（
本
巣
市
選
出
議
員
）

　

副
議
長　
　

松
野
藤
四
郎（
瑞
穂
市
選
出
議
員
）

　

監
査
委
員　

村
木　

俊
文（
北
方
町
選
出
議
員
）

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
大
和
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）に
つ
い
て

平
成
30
年
度
も
と
す
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

平
成
30
年
度
も
と
す
広
域
連
合
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ

い
て

平
成
30
年
度
も

と
す
広
域
連
合

老
人
福
祉
施
設

特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

も
と
す
広
域
連

合
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

2第72号



　もとす広域連合の平成30年度予算の概要をお知らせします。

●総務費の主な内容は、職員及び組織市町からの派遣職員の人件費をはじめ、公平委員会費、選挙管理委員会費、監査委員費等に係る経費
です。
●民生費では、幼児療育センターの養護訓練運営費に1億413万7千円を計上し、児童発達支援事業の充実と相談支援事業の強化を図ります。
●衛生費では、休日急患診療所の運営費として2,024万7千円を計上し、休日における医療体制を維持します。また、衛生施設（し尿処理施
設）の運営費として、2億2,872万8千円を計上しました。

平成30年度 歳入歳出予算

分担金及び負担金
331,322千円
71.0%

衛生費
248,975千円
53.3%民生費

105,277千円
22.5%

総務費
97,144千円
20.8%

サービス事業収入 59,976千円 12.8%

使用料及び手数料
30,583千円
6.5%

繰越金
22,300千円
4.8%

繰入金 18,200千円 3.9%
国庫支出金 3,960千円 0.8% 予備費 5,000千円 1.1%

議会費 1,788千円 0.4%
公債費
8,916千円
1.9%

財産収入 410千円 0.1%
諸収入、寄付金 349千円 0.1%

主な概要

予算総額　90億180万円（伸率4.6％）
一般会計　4億6,710万円（伸率1.7％）

●平成30年度から3年間の第7期介護保険事業計画を策定しました。平成30年度分からの介護保険料の基準月額は6,020円となります。

支払基金交付金
1,924,871千円
25.2%
保険料

1,859,934千円
24.5%

国庫支出金
1,563,102千円
20.6%

保険給付費
6,940,053千円
91.4%

総務費
163,632千円
2.2%

地域支援事業費
436,628千円
5.7%

基金積立金
25,824千円
0.3%

県支出金
1,055,446千円
13.9%

分担金及び負担金
1,105,981千円
14.6%

その他 10,001千円 0.1%
諸支出金　24,062千円 0.3%

繰越金 90,000千円 1.2% その他 866千円 0.0%

主な概要

介護保険特別会計　76億20万円（伸率5.3％）

歳
入

歳
出

歳
入

歳
出

諸収入 
使用料及び手数料 
財産収入 
寄附金 

557
264
44
1

0.0
0.0
0.0
0.0

その他の内訳 （千円） （%）

予備費 
財政安定化基金拠出金

10,000 
1 

0.1
0.0

その他の内訳 （千円） （%）

●老人福祉施設大和園（養護老人ホーム、特別養護老人ホーム、短期入所施設、デイサービスセンター、介護支援センター及び居宅介護支援
事業所）の運営及び高齢者福祉サービス提供のための経費を計上しました。
●今後もよりよいサービスを地域住民の皆様に提供するため、サービスの質を落とすことなく人件費等の歳出を見直し、施設の健全経営に
努めます。

サービス事業収入
638,080千円
68.2%

サービス事業費
571,375千円
61.1%

民生費
137,126千円
14.7%
総務費

177,736千円
19.0%

分担金及び
負担金
140,667千円
15.1%

予備費 10,000千円 1.1%
公債費 38,263千円 4.1%

繰入金
80,000千円
8.6%

繰越金 75,000千円 8.0%
その他 753千円 0.1%

主な概要

老人福祉施設特別会計　9億3,450万円（伸率0.6％）

歳
入

歳
出

諸収入 
使用料及び手数料
財産収入
寄附金

615 
105 
32 
1 

0.1
0.0
0.0
0.0

その他の内訳 （千円） （%）
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第７期介護保険事業計画について
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　全国の総人口は減少しているものの、平均寿命の延伸や少子化の進行などにより、６５歳以上の高齢者人
口は年々増加し、平成28年の高齢化率は27.3％となり４人に１人が高齢者という社会になりました。平成３７
年には団塊の世代が７５歳以上の高齢者となり、要介護者等が増加することが見込まれています。
　こうしたなか、「できる限り住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく暮らし続けることができる社会」を
目指して、医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が地域で一体的に提供される地域包括ケアシステムを構
築するという中長期的目標のもと、平成３０年度から平成３２年度までの計画を策定しました。

～いつまでも自分らしく生きられる長寿社会をめざして～
第７期介護保険事業計画の基本目標と施策

平成30年

（人） （人）（%）

平成31年 平成32年 平成37年 平成30年 平成31年 平成32年 平成37年

107,347 107,326 107,285 106,429
12,062 12,472 12,727 15,511

15,983 15,846 15,697 14,573
613

600

816

759

521

365

630

617

840

782

536

375

642

629

855

796

546

382

750

742

1,006

937

6403,878 3,990 4,063

4,765

444

204 210 213 246

13,744 13,671 13,688 11,642

65,558 65,337 65,173
64,703

24.0 24.4 24.6 25.5

11.2 11.6 11.9
14.6

人口推計のグラフ 認定者推計のグラフ

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）
前期高齢者人口（65～74歳） 後期高齢者人口（75歳以上）
高齢化率 後期高齢者率

要支援1 要支援2
要介護3 要介護4

要介護1
要介護5

要介護2

基本目標１　地域包括ケア体制の充実
①地域包括支援センターの機能強化
②生活支援体制整備と地域づくり
③医療・介護の連携

④介護保険サービスの地域間格差の解消
⑤地域を基盤とするサービス体制の充実
⑥認知症ケアの充実

⑦介護予防ケアマネジメント体制の充実
⑧権利擁護の推進

基本目標３　介護保険サービスを安心して利用できる環境づくり
①介護保険サービスの適切な利用への支援
②介護保険制度のわかりやすい周知

③ケアマネジメントの質の向上　
④相談体制の充実

⑤介護人材の育成
⑥介護者への支援

基本目標４　介護保険の適正な運営
①要介護認定における精度の維持・確保
②軽度者への福祉用具貸与の点検

③ケアプランの適正化
④住宅改修の点検

⑤縦覧点検・医療情報との突合
⑥介護給付費通知の送付

基本目標５　事業者に対する指導・支援
①介護保険事業者に対する指導、運営支援 ②実地指導、監査の実施 ③苦情相談への支援

基本目標６　もとす広域連合、市町、地域包括支援センターの連携
①もとす広域連合、市町、地域包括支援センターの連携

基本目標２　介護保険サービスと介護予防の充実
①介護保険サービスの充実 ②介護予防・日常生活支援総合事業の推進
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平成３０年度から６５歳以上の方の介護保険料が
改定されます。基準月額は、６，０２０円です。

　もとす広域連合内の６５歳以上の方の保険料は、管内（瑞穂市・本巣市・北方町）で必要となる介護サービス費
の２３％を管内にお住まいの６５歳以上の方の人数で割った額が基準となります。第７期介護保険事業計画期間と
なる平成３０年度から平成３２年度の介護保険料額は、基準月額６，０２０円（年額７２，２００円、100円未満切り捨て）
です。
　また、介護保険料は被保険者の所得や同じ世帯の方の住民税課税の有無に応じて、１０段階に区分されます。
平成３０年度から３年間の保険料は下表のとおりです。

平成３０年4月から
介護保険サービスの利用料金が変わります

　平成３０年４月から介護保険サービスの料金の基礎となる介護報酬が改定されました。この
改定に伴い介護保険サービスの利用料金が変わります。
　ただし、サービス利用の状況等により、利用者ごとの料金が異なるため、詳しくは担当のケ
アマネジャーか、利用している事業所にお尋ねください。

※介護報酬とは
　介護サービス事業者や施設が利用者にサービスを提供した場合に、事業者に支払われる報酬。

○６５歳以上の方の介護保険料（平成３０年度～平成３２年度）

※第１段階の保険料について公費による軽減措置を行います。
※表中記載の合計所得金額は、長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額を控除した金額です。

本人が住民税課税の方で、前年の合計所得金額が６００万円以上の方第１０段階 1.85 133,600円

本人が住民税課税の方で、前年の合計所得金額が40０万円以上600万円未満の方第 9 段階 1.75 126,400円

本人が住民税課税の方で、前年の合計所得金額が2００万円以上400万円未満の方第 8 段階
本人が
住民税
課税者

本人が
住民税
非課税者

1.50 108,300円

本人が住民税課税の方で、前年の合計所得金額が125万円以上200万円未満の方第 7 段階 1.25 90,300円

本人が住民税課税の方で、前年の合計所得金額が125万円未満の方

・生活保護受給の方または、老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の方
・世帯全員が住民税非課税の方で、前年の公的年金等雑所得控除後の合計所得
 金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

世帯全員が住民税非課税の方で、前年の公的年金等雑所得控除後の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が80万円超１２０万円以下の方

世帯全員が住民税非課税の方で、前年の公的年金等雑所得控除後の合計所得金額
と課税年金収入額の合計が１２0万円を超える方

本人は住民税非課税の方で、世帯の中に住民税課税者が含まれており、前年の公的
年金等雑所得控除後の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超える方

本人は住民税非課税の方で、世帯の中に住民税課税者が含まれており、前年の公的
年金等雑所得控除後の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

第 6 段階

第 １ 段階

第 2 段階

第 3 段階

第 4 段階

第 5 段階

1.15 83,000円

0.45
（軽減前）
0.50

32,500円
（軽減前）
36,100円

0.65 46,900円

0.75 54,100円

0.90 65,000円

1.00
基準額

72,200円

区　分 基準額に
対する割合

保険料額
（年　額）
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１
年
生
に
な
る
１
１
１
名
の
子
ど
も
達
、
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
０
名
程
の
子
ど

も
達
、
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
文
集
に
は
、
保
護
者
の
皆

様
の
〝
療
育
に
通
っ
て
思
う
こ
と
〞

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
日
急
患
診
療
所
の
ご
案
内

○
診
療
科
目
／
内
科
、
小
児
科

○
診
療
時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
診
療
日
／
日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　

    

１
月
２
日
・
３
日
・
８
月
15
日

※
当
番
医
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
と
す
医
師

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

※
受
診
時
は
医
療
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
薬
は
原
則
、
当
日
分
の
み
の
処
方
と
な
り

ま
す
。

樽
見
鉄
道
北
方
真
桑
駅

本
巣
縦
貫
道

至
岐
阜

至瑞穂

北方
警察署 測量・登記

事務所

診療所駐車場
レ
ス
ト
ラ
ン

P

157

休日急患
診療所

　

年
少
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
療

育
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、全
て
に
と
て
も
意
味
が

あ
り
、子
ど
も
が
た
く
さ
ん
成
長
で
き
る
場

所
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
子
は
、小
さ
い
頃
か
ら
こ
だ
わ
り
が
強

く
、思
い
ど
お
り
に
行
か
な
い
と
怒
る
・
泣
く

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

保
育
園
に
入
っ
て
か
ら
も
、皆
が
椅
子
に
座

る
中
、ま
ま
ご
と
道
具
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
、

雨
の
中「
外
で
遊
ぶ
！
」と
飛
び
だ
し
た
り
と
、

か
な
り
自
由
な
子
で
し
た
。そ
ん
な
中
、勧
め

ら
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
療
育
も
、初
め
は

不
安
が
強
く
椅
子
に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、毎
週
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
で
き
る
療
育
が
大
好
き
に
な
り
、「
早
く
療

育
行
き
た
い
」と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

療
育
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、私
の

考
え
方
や
わ
が
子
へ
の
接
し
方
が
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。初
め
て
の
こ
と
に
不
安
が
強
く
出

る
わ
が
子
に
、事
前
に
今
日
は
何
を
す
る
の
か

説
明
し
、親
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と

　

「
笑
顔
に
癒
さ
れ
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
子
が
素

敵
な
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま

す
。
」
と
い
う
た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
思
い
を
、

私
た
ち
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

療
育
医
療
施
設<

幼
児
療
育
セ
ン
タ
ー
・
休
日
急
患
診
療
所>

　

年
中
の
４
月
か
ら
、療
育
セ
ン
タ
ー
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。衝
動
的
な
行
動
が
目
立

ち
、幼
稚
園
で
友
達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
多
か
っ
た
息
子
。幼
稚
園
の
先
生
の
勧
め
も

あ
り
、通
所
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

療
育
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
？
行
く
必
要
あ
る

の
？
子
ど
も
っ
て
こ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
い
の
？

…
当
時
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、親
と
し
て
子
ど
も
の
為
に
や
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
あ
げ
た
い
…
そ
う
思
い
、

療
育
セ
ン
タ
ー
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

制
作
や
遊
び
、ク
ッ
キ
ン
グ
、様
々
な
活
動

の
中
で
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
、楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

順
番
や
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、先
生
の
話

を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
、お
友
だ
ち

に
優
し
く
接
す
る
こ
と
、自
分
の
気
持
ち
を

怒
ら
ず
伝
え
る
こ
と
…
先
生
方
に
は
、一
つ
ひ

と
つ
細
か
な
言
動
に
対
し
て
大
変
丁
寧
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、親
と
し
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。自
分
の
こ
と
を
認
め
て
ほ

し
い
、褒
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
の
強
い
息

子
に
対
し
て
、マ
イ
ナ
ス
な
面
ば
か
り
に
目
が

い
っ
て
し
ま
い
、叱
っ
て
ば
か
り
い
る
自
分
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。

で
、お
互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
時
間
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。こ
れ
で
終
わ
る
の
が
寂
し
い

で
す
。小
学
校
に
な
っ
て
も
通
級
に
通
い
な
が

ら
、親
子
で
不
安
や
問
題
を
乗
り
越
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

療
育
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

親
子
共
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。４
月
か
ら
小
学
生
と
な
り

ま
す
が
、家
族
で
支
え
合
い
、い
つ
も
笑
顔
で

前
向
き
に
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〒501-0471 本巣市政田500番地1
TEL058－323－0584
FAX058－320－2287

もとす広域連合 療育医療施設
幼児療育センター

真正郵便局

歯科

ホーム
センタ－

ハンバーガー
ショップ

コンビニエンス
ストア

サン
ブリッジ

本
巣
縦
貫
道

レ
ス
ト
ラ
ン

北
方
警
察
署

幼児療育センター

53

159

発達についてご心配なことは
お気軽にご相談下さい。

【診療時間のみ】
本巣郡北方町北方3219-25
☎058-323-0523

　

今
年
度
の
文
集
【
す
だ
ち
】
が
で
き
ま
し
た
。
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老人福祉施設 大和園

私たちの初期対応しだいで、生存率が変わっ
てくるとお聞きし、気が引き締まりました。 大和園は119番してから、4分程で救急車が到着

できるそうです。これは、救急車の平均到着時間
の約半分だそうです。大和園は恵まれた環境に
あることを実感しました。この研修を受けて、緊
急時にとるべき対応について、職員の意識を高
めることができました。

大和園では、これからも職員研修を定
期的に行ってスキルの向上を図り、ご
利用者の皆様に安心してサービスを
受けていただけるよう、職員一同努力
してまいります

職員募集

本巣消防事務組合北消防署の方を講師に、
職員が“緊急時の救命処置の研修”を受講しました。

詳細につきましては右記までご連絡下さい。 電話：０５８１－３４－２５５５　担当：吉川

職種 仕事内容 必要資格

介護嘱託員① 夜勤含む
生活介護全般

介護職員初任者研修（ヘルパー２級）
以上の資格を有する方

資格不問、短時間可

月給１７８，６００円
夜間勤務手当　ボーナス有

年間休日　１５２日程度
有給休暇有

時給８５０円～１，１２５円
年間休日　１２０日程度
有給休暇有

介護職員
（パート）② 生活介護全般

※6:30～19:00の中で固定・変則勤務有

デイサービスの送迎
※朝夕合わせて4時間程度 普通自動車免許を有する方 時給１，０００円運転手

（パート）③

休暇報酬・時給

心臓マッサージや、AED（自動体外式除細動器）の操作方法等を学びました。
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もとす広域連合 〒501-0466 岐阜県本巣市下真桑1000番地 本巣市役所真正分庁舎内
電話058-320-2266　FAX058-320-2265　http://www.motosu-union.gifu.jp

発行／

各市町の地域包括支援センターの連絡先

瑞穂市地域包括支援センター

本巣市地域包括支援センター

北方町地域包括支援センター

〒501-0222 瑞穂市別府1283番地（瑞穂市総合センター1階）
　　　　　  電話：058-327-4118　FAX:058-327-5304

〒501-0466 本巣市下真桑1199番地1（本巣市真正老人福祉センター内）
　　　　　  電話：058-324-5166　FAX:058-324-5167

〒501-0492 本巣郡北方町長谷川1丁目1番地（北方町役場内）
　　　　　  電話：058-323-5540　FAX:058-323-2114

もとす広域連合〈瑞穂市・本巣市・北方町〉 地域包括支援センター

　体を使わないでいると、筋力や骨が衰えて心臓や肺の機能も弱ってしまいます。
　運動機能を保つためには、ほどよく体を動かし続けることが大切です。
　ウォーキングは、簡単に始められる運動です。有酸素運動でもあり、心肺機能の向上やストレス発散、
脳の活性化、生活習慣病の予防に効果的です。
　自立して健康に暮らせる期間、すなわち健康寿命をのばすために、春の陽気を楽しみながら〝よい歩き
方″で毎日どんどん外出しましょう。

春が
きました

歩き方の悪い例

靴の選び方

歩き方の良い例

前かがみで歩く
と、腕が振りにく
く、重心が前にず
れるので転倒し
やすくなる足の外側に体重

をかけると、転倒
しやすくなる

つま先が上がっ
ていないと、すり
足気味となり、つ
まずきやすい

背筋を伸ばして、
目線はまっすぐ
前を見るように。
周囲の景色を楽
しんで気分転換
を！

かかとの部分は、硬さがあっ
て安定しているものを

靴底は、適度なクッションが
あり、足の裏がきちんと乗る
ものを

歩く時、指がしっかり反るよ
うに、つま先が柔らかいもの
を

一番長い指から、0.5～1ｃｍ
のゆとりがあるものを

つま先で蹴って、
かかとから着地
する

親指と第２指の間
に重心を置くよう
に

膝をのばして

肩の力を抜いて
腕を大きく振って
歩きましょう

重い靴は、足に負担がかかります。
通気性が良くてムレにくく、重くない靴を選びましょう。
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